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自治体と「MSDマニュアル」の連携による
外国人の上手な医療のかかり方支援

プロジェクト

誰もが安心して適切な医療を受け、健やかに暮らせる社会の実現に向けて
取組の経緯

外国人が活用できる、幅広い医療サービスを1カ所にまとめて母国語で案内
事業の概要と特徴

　コロナ禍によって状況は変わっていますが、近年、グローバル化の進展や入管法改正に伴
い、日本に居住・来訪する外国人が急増し、安心して適切な医療を受けられる環境づくりが急
務となっていました。MSDでは、この課題解決のために、11言語で展開する一般向けの無料
の医学事典「MSDマニュアル家庭版」が役立つ可能性はないかと考えてきました。外国人医
療に詳しい専門家や自治体の皆様との議論を経て、この事典が自治体のサービスを補完し、外
国人の健康増進・予防医療に対する支援につながる事がわかり、本取り組みが行われました。

【MSDマニュアルとは】
　11言語で展開する、無料のデジタル医学事典です。MSDの非営利の社会貢献事業の一
環として、120年以上にわたり、米国本社内にある非営利部門において、営利事業から独立し
て運営されています。世界中の人々が信頼できる医学情報にアクセスできるように、様々な
病気や症状がわかりやすく解説されており、現在はウェブサイトとモバイルアプリで公開され
ています。日本語版は1990年代より多くの日本の皆様にご活用いただいています。

　自治体が提供する医療通訳などの多言語サービスは、受診手続きや医師との会話の円滑化に役立ちます。一方で医学事典が提供する知識は、遅滞ない
受診行動の開始や、医師との対話の充実に役立ちます。これらが連携し、相互に補完することで、「上手な医療のかかり方」の手厚い支援が可能になります
し、多岐にわたる支援を1カ所で把握できれば、緊急時に役立つ安心感にもつながります。
　人々にわかりやすく便利な形で支援を提供するために、人々の日常の暮らしに対して多くのタッチポイントを持つ自治体との連携は、支援を確実に人々に
届け、効率よく医療のかかり方を変えていくことにつながる、重要なポイントと考えられます。
　今回の経験を生かし、これからもMSDでは官民の垣根を越え、皆様と手を携えながら、全ての人にとって健やかで暮らしやすい社会の実現に貢献してま
いりたいと思います。

　3つの自治体と連携し、外国人の方々が日本で安心して医療を受け、健やかに暮らす
ために役立つ医療サービスを、1カ所でお知らせする多言語ツールの案内を製作し、自
治体関連施設や医療機関で配布しました。具体的には以下のとおりです。

①多言語医療リーフレットの製作（横浜市／川崎市）：
　各市の医療通訳サービスや医学事典MSDマニュアル等、外国人に役立つ医療関連情
　報を網羅した多言語の「メディカルガイド」（4Pリーフレット）を共同製作し、
　無料配布。

②多言語熱中症予防団扇の製作（川越市）：
　外国人観光客の熱中症予防を目的とし、注意喚起のメッセージと医療情報ページや医
　学事典のURLを掲載した多言語の団扇を共同製作し、無料配布。

③自治体の外国人向けウェブサイトに医学事典へのリンク掲載（川崎市／川越市）：
　外国人向け医療情報ページに多言語のMSDマニュアルへのリンクを追加することで、
　外国人のための医療情報を拡充し、利便性を向上。
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オンライン診療を活用した
婦人科受診と低用量ピル服薬支援

プロジェクト

女性特有の健康課題は、社会の課題！当社らしい新たな健康経営のカタチ
取組の経緯

女性特有の健康課題の理解と改善が、
男女ともにより働きやすい職場づくりに！

事業の概要と特徴

オンライン診療を活用し、婦人科受診を一歩先へ！
医療のかかり方を変えていくポイント

官民の垣根を越えたコラボレーションによる、
市民の方々へのアプローチの質量の拡がり

医療のかかり方を変えていくポイント

　社内で毎年行っている健康意識調査では女性社員の約8割がPMSや
生理痛などの症状を感じていることが分かり、課題を感じていました。さら
に、社外の調査結果も参照したところ、PMSや生理中の症状が女性社員の
生産性の低下に影響を及ぼし、経済的損失にもつながっていることから、
女性社員が約4割いる当社においては改善施策が必要だと考えました。
　また、当社が提供する女性の健康情報サービス『ルナルナ』とグループ
会社の株式会社カラダメディカが『ルナルナ オンライン診療』を提供開始
したことで、そのサービスを利用した人事制度は、当社らしい健康経営の
取組みであると考え、本制度の実施を決めました。

　生理痛やPMSなどの症状は個人差も大きいため病院へ行くべきかの
判断が難しく、自覚症状があるのにもかかわらず我慢してしまう女性が多
いです。当社の提供する女性の健康情報サービス『ルナルナ』の調査でも、
我慢するなど婦人科受診をしない女性が多いことが分かっています。
（※ルナルナ通信Vol.33、「年代別にみるカラダへの関心」についての調
査結果より） 
　そのような中で、女性特有の体調不良の改善策のひとつとして、低用量
ピルの服薬を会社が支援することで、まずは婦人科にかかり自身の症状を
医師へ相談できる環境づくりを進めました。またオンライン診療を導入す
ることで、隙間時間を使って気軽に受診できることや、不安があった場合も
簡単に相談できるなど、安心して継続できることが重要だと感じています。

①オンライン診療を活用し、診療や低用量ピルの服薬が必要な場合の婦人科受診
 └生理痛やPMSなどは自覚症状があっても我慢してしまう女性が多いなかで、改善策のひとつとして、低用量ピルの服薬を福
利厚生制度として会社が支援することで、婦人科にかかり医師へ相談できる環境を創出しました。またオンライン診療を導入す
ることで、仕事の合間などを利用して気軽に受診や相談ができるなど、安心して継続できる仕組みを作りました。

②受診にかかる費用（診療代・薬代・薬の配送料など）を会社が全額負担
 └費用の負担を軽減することで、婦人科の受診やピルの服薬を継続し、女性特有の症状による健康課題の改善を目指し、ひいて
は生産性高く働いてもらえることにつながると期待しています。

③女性だけでなく男性社員も含めた知識啓発のセミナー開催
 └婦人科医による「女性のカラダの知識講座」を全社員向けに実施し、女性社員だけでなく男性社員も参加することで、社内全
体で女性特有の症状に対する理解と意識を向上させ、男女ともにより働きやすい職場環境の実現を目指しています。
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